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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置に記憶された、ユーザ操作に応じて実行されたタスクのタスク情報と、前記タ
スクに係る入力画面の入力部位に入力された入力情報と、が含まれるユーザ操作に係るユ
ーザ操作情報を取得するユーザ操作情報取得手段と、
　前記ユーザ操作情報取得手段において取得されたタスク情報に基づいて、表示装置に前
記ユーザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を表示する画面表示処理手段と、
　前記ユーザ操作情報取得手段において取得された入力情報に基づいて、前記画面表示処
理手段において表示された入力画面の入力部位に入力された入力値を表示する入力反映手
段と、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　接続指示を検出する接続検出手段と、
　前記接続検出手段において接続指示が検出された場合、前記端末装置に記憶された、ユ
ーザ操作に係るユーザ操作情報を記憶装置に記憶する記憶処理手段と、
を更に有することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　端末装置と、前記端末装置と通信可能な情報処理装置と、を含む情報処理システムであ
って、
　前記端末装置は、
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　ユーザ操作に応じて実行されたタスクのタスク情報と、前記タスクに係る入力画面の入
力部位に入力された入力情報と、が含まれるユーザ操作に係るユーザ操作情報を記憶する
記憶処理手段を有し、
　前記情報処理装置は、
　前記端末装置において記憶されたユーザ操作情報を取得するユーザ操作情報取得手段と
、
　前記ユーザ操作情報取得手段において取得されたタスク情報に基づいて、表示装置に前
記ユーザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を表示する画面表示処理手段と、
　前記ユーザ操作情報取得手段において取得された入力情報に基づいて、前記画面表示処
理手段において表示された入力画面の入力部位に入力された入力値を表示する入力反映手
段と、
を有することを特徴とする情報処理システム。
【請求項４】
　端末装置に記憶された、ユーザ操作に応じて実行されたタスクのタスク情報と、前記タ
スクに係る入力画面の入力部位に入力された入力情報と、が含まれるユーザ操作に係るユ
ーザ操作情報をユーザ操作情報取得手段が取得するユーザ操作情報取得ステップと、
　前記ユーザ操作情報取得ステップにおいて取得されたタスク情報に基づいて、表示装置
に前記ユーザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を画像表示処理手段が表示す
る画面表示処理ステップと、
　前記ユーザ操作情報取得ステップにおいて取得された入力情報に基づいて、前記画面表
示処理ステップにおいて表示された入力画面の入力部位に入力された入力値を入力反映手
段が表示する入力反映ステップと、
を有することを特徴とする情報処理装置における情報処理方法。
【請求項５】
　接続指示を接続検出手段が検出する接続検出ステップと、
　前記接続検出ステップにおいて接続指示が検出された場合、前記端末装置に記憶された
、ユーザ操作に係るユーザ操作情報を記憶装置に記憶処理手段が記憶する記憶処理ステッ
プと、
を更に有することを特徴とする請求項４に記載の情報処理方法。
【請求項６】
　端末装置に記憶された、ユーザ操作に応じて実行されたタスクのタスク情報と、前記タ
スクに係る入力画面の入力部位に入力された入力情報と、が含まれるユーザ操作に係るユ
ーザ操作情報をユーザ操作情報取得手段が取得するユーザ操作情報取得ステップと、
　前記ユーザ操作情報取得ステップにおいて取得されたタスク情報に基づいて、表示装置
に前記ユーザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を画像表示処理手段が表示す
る画面表示処理ステップと、
　前記ユーザ操作情報取得ステップにおいて取得された入力情報に基づいて、前記画面表
示処理ステップにおいて表示された入力画面の入力部位に入力された入力値を入力反映手
段が表示する入力反映ステップと、
をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項７】
　請求項６に記載のプログラムを記録したコンピュータ読取可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報処理システム、情報処理方法、プログラムおよび記録媒
体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、各種装置のデジタル化とネットワーク化とにより、個々の装置同士が相互に連携
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して動作するようになっている。このように装置同士が相互に連携し動作するようなシス
テムは、単独の装置では、実現することができない処理を行うことができる。一方、複数
の装置間で連携動作をさせる場合、ユーザは、数多く入力や設定をする必要が増え、その
操作が煩雑となってしまう。
【０００３】
　このような傾向に対応し、装置間で連携動作させる場合の操作性を向上させることを目
的とした技術が提案されている。例えば特許文献１では、装置間の連携を向上させる技術
として、ＰＣやＰＤＡで予め作成したテキストデータを、携帯電話のメールサービスを利
用して簡単に電子メールとして送信するメール送信システムが開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１０１６６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来技術は、装置連携間に一般に利用できる技術ではない。ま
た、ＰＣと携帯電話との機器連携の方法としても、ユーザはＰＣにおいて携帯電話を制御
するキーコードを入力することが必要となり、操作の簡便性は損なわれている。
　本発明は、上述したような問題点に鑑みてなされたものであり、複数の装置が連携して
動作するシステムにおいて、ユーザが分かりやすく簡便に操作できるようにすることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による情報処理装置は、端末装置に記憶された、ユーザ操作に応じて実行された
タスクのタスク情報と、前記タスクに係る入力画面の入力部位に入力された入力情報と、
が含まれるユーザ操作に係るユーザ操作情報を取得するユーザ操作情報取得手段と、前記
ユーザ操作情報取得手段において取得されたタスク情報に基づいて、表示装置に前記ユー
ザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を表示する画面表示処理手段と、前記ユ
ーザ操作情報取得手段において取得された入力情報に基づいて、前記画面表示処理手段に
おいて表示された入力画面の入力部位に入力された入力値を表示する入力反映手段と、を
有することを特徴とする。
【０００７】
　本発明による情報処理方法は、端末装置に記憶された、ユーザ操作に応じて実行された
タスクのタスク情報と、前記タスクに係る入力画面の入力部位に入力された入力情報と、
が含まれるユーザ操作に係るユーザ操作情報をユーザ操作情報取得手段が取得するユーザ
操作情報取得ステップと、前記ユーザ操作情報取得ステップにおいて取得されたタスク情
報に基づいて、表示装置に前記ユーザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を画
像表示処理手段が表示する画面表示処理ステップと、前記ユーザ操作情報取得ステップに
おいて取得された入力情報に基づいて、前記画面表示処理ステップにおいて表示された入
力画面の入力部位に入力された入力値を入力反映手段が表示する入力反映ステップと、を
有することを特徴とする。
【０００８】
　本発明による情報処理システムは、端末装置と、前記端末装置と通信可能な情報処理装
置と、を含む情報処理システムであって、前記端末装置は、ユーザ操作に応じて実行され
たタスクのタスク情報と、前記タスクに係る入力画面の入力部位に入力された入力情報と
、が含まれるユーザ操作に係るユーザ操作情報を記憶する記憶処理手段を有し、前記情報
処理装置は、前記端末装置において記憶されたユーザ操作情報を取得するユーザ操作情報
取得手段と、前記ユーザ操作情報取得手段において取得されたタスク情報に基づいて、表
示装置に前記ユーザ操作に応じて実行されたタスクに係る入力画面を表示する画面表示処
理手段と、前記ユーザ操作情報取得手段において取得された入力情報に基づいて、前記画
面表示処理手段において表示された入力画面の入力部位に入力された入力値を表示する入
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力反映手段と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　本発明は、プログラム又は記憶媒体であってもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数の装置が連携して動作するシステムにおいて、ユーザが分かりや
すく簡便に操作できるようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明に係る実施形態を説明する。
　（第１の実施形態）
　図１は、情報処理システムのハードウェア構成の一例を示す図である。情報処理システ
ム１は、端末装置２と、情報処理装置３と、から構成されている。端末装置２と、情報処
理装置３とは、有線又は無線等の通信を介して接続され、データの送受信を行うことがで
きる。つまり、端末装置２と、情報処理装置３とは、通信可能である。端末装置２は、例
えば、携帯電話機、デジタルカメラ又はパーソナル情報端末機器等である。情報処理装置
３は、例えば、デジタル複写機、インクジェット式複合複写機又はデジタルテレビ表示装
置等である。
【００１２】
　端末装置２は、ユーザインタフェース装置１０と、通信装置１３と、中央演算装置１４
と、メモリ１５と、を含んで構成されている。ユーザインタフェース装置１０は、表示装
置１１と、入力装置１２と、から構成されている。
　表示装置１１は、液晶ディスプレイ等である。表示装置１１には、タスクに係る入力画
面等が表示される。入力装置１２は、操作ボタン等である。ユーザは、入力装置１２を介
して端末装置２に対してユーザ操作を行い、情報の入力等を行うことができる。通信装置
１３は、無線通信を行うことができるアンテナ等の接続インタフェースである。中央演算
装置１４は、ＣＰＵであり、端末装置２全体を制御する。メモリ１５は、ＲＯＭ、ＲＡＭ
、ハードディスク及び取外し可能な記憶媒体等の記憶装置である。メモリ１５には、ユー
ザが所望するタスクを行うことができるアプリケーション（プログラム）や、入力装置１
２を介して入力されたユーザ操作のユーザ操作情報等が記憶される。
【００１３】
　情報処理装置３は、ユーザインタフェース装置２０と、通信装置２３と、中央演算装置
２４と、メモリ２５と、端末装置２からの接続指示を検出する接続検出装置２６と、を含
んで構成されている。ユーザインタフェース装置２０は、表示装置２１と、入力装置２２
と、から構成されている。
　表示装置２１は、液晶ディスプレイ等である。表示装置２１には、タスクに係る入力画
面等が表示される。入力装置２２は、キーボート、マウス、タッチパネル式のディプレイ
等である。ユーザは、入力装置２２を介して情報処理装置３に対して情報を入力し、指示
を行うことができる。通信装置２３は、無線通信を行うことができるアンテナ等の接続イ
ンタフェースである。中央演算装置２４は、ＣＰＵであり、情報処理装置３全体を制御す
る。メモリ２５は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク等の記憶装置である。メモリ２５に
は、端末装置２のメモリ１５に記憶されたユーザが所望するタスクを行うことができるア
プリケーションと同一又は関連するアプリケーションや、後述するユーザ操作情報取得部
が取得したユーザ操作情報等が記憶される。接続検出手段の一例である接続検出装置２６
は、センサーであり、ユーザにより端末装置２からの接続指示を検出する。なお、この接
続指示は、通信装置２３が検出するようにしてもよい。
【００１４】
　図２は、端末装置及び情報処理装置の機能構成の一例を示す図である。端末装置２は、
その機能構成として、端末記憶処理部１６と、端末表示制御部１７と、を有している。端
末記憶処理部１６は、端末装置２において、ユーザによる入力装置１２を介して行われた



(5) JP 4963642 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

ユーザ操作に関する情報（内容）をユーザ操作情報としてメモリ１５に記録する処理を行
う。端末表示制御部１７は、表示装置１１に対し、ユーザ操作に応じてタスクに係るＧＵ
Ｉ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ Ｕｓｅｒ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）等の入力画面を表示する制御を
行う。なお、上述した機能は、中央演算装置１４が、メモリ１５に記憶されたプログラム
を実行することにより実現される。
【００１５】
　情報処理装置３は、その機能構成として、ユーザ操作情報取得部２７と、ユーザ操作情
報記憶処理部２８と、表示制御部２９と、入力検出部３３と、を有している。ユーザ操作
情報取得手段の一例であるユーザ操作情報取得部２７は、通信装置２３を介して端末装置
２のメモリ１５に記憶されているユーザ操作情報を取得する処理を行う。記憶処理手段の
一例であるユーザ操作情報記憶処理部２８は、ユーザ操作情報取得部２７において取得さ
れたユーザ操作情報をメモリ２５に記憶する処理を行う。表示制御手段の一例である表示
制御部２９は、表示装置２１を介した表示の制御を行う。なお、表示制御部２９は、画面
表示処理部３１と、入力反映部３２と、を有している。画面表示処理手段の一例である画
面表示処理部３１は、表示装置２１に対し、ユーザ操作情報に基づいてＧＵＩ等の入力画
面を表示する制御を行う。入力反映手段の一例である入力反映部３２は、ユーザ操作情報
に基づいて表示装置２１に表示された入力画面の入力部位に入力値を表示する制御を行う
。入力検出部３３は、入力装置２２を介したユーザによる入力を検出する。なお、上述し
た機能は、中央演算装置２４が、メモリ２５に記憶されたプログラムを実行することによ
り実現される。
【００１６】
　図３は、端末装置の動作処理の一例を示すフローチャートである。このフローチャート
は、ユーザにより端末装置２の電源が投入されたときに開始される。
　ステップＳ２０１において、端末記憶処理部１６は、メモリ２５に、例えば、Ｕｓｅｒ
＿Ｏｐｅｒａｔｉｏｎというメモリ領域を設ける。端末記憶処理部１６は、設けたメモリ
領域の内容を空白にする処理を行う。
【００１７】
　次に、ステップＳ２０２において、端末記憶処理部１６は、ユーザ操作が行われたか否
かを判定する。ここで、ユーザ操作とは、２つの操作を含む。１つ目の操作（第１の操作
）は、ユーザが所望するタスクを実行可能なアプリケーションを起動するための操作であ
る。端末装置２の端末表示制御部１７は、第１のユーザ操作により起動されたアプリケー
ションに従い、表示装置１１にＧＵＩによる入力画面を表示する。この入力画面には、ユ
ーザにより実際に文字等を入力することができる入力部位が含まれている。２つ目の操作
（第２の操作）は、表示装置１１に表示された入力部位に対し、ユーザが入力装置１２を
介して行う入力操作である。
　ユーザ操作が行われた場合、端末記憶処理部１６は、ステップＳ２０３に処理を進める
。ユーザ操作が行われていない場合、端末記憶処理部１６は、再びステップＳ２０２にお
いて、ユーザ操作が行われたか否かを判定する。
【００１８】
　ステップＳ２０３において、端末記憶処理部１６は、ユーザ操作の内容を、メモリ領域
Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏｎに記憶する。ここで、メモリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔ
ｉｏｎに記憶されるユーザ操作の内容をユーザ操作情報という。ユーザ操作情報には、ユ
ーザが所望するタスクを行うために起動されたアプリケーションの情報（以下、タスク情
報という）と、入力画面の入力部位に入力された入力値（以下、入力情報という）と、が
含まれる。なお、タスク情報は、起動されたアプリケーションにおいてユーザが実際に行
った処理に関する情報であってもよい。
【００１９】
　次に、ステップＳ２０４において、端末表示制御部１７は、ユーザ操作に応じて表示装
置１１に表示を行う。第１のユーザ操作の場合、上述したように、端末表示制御部１７は
、第１のユーザ操作により実行されたアプリケーションに従い、表示装置１１にＧＵＩに
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よる入力部位を含んだ入力画面を表示する。第２のユーザ操作の場合、ユーザにより入力
装置１２を介した入力の内容を反映させ、入力部位に入力値を表示する。
【００２０】
　次に、ステップＳ２０５において、端末記憶処理部１６は、ユーザにより端末装置２の
電源を再投入する指示がされた、又はユーザにより端末装置２の所定の仕様におけるイニ
シャル状態に戻す指示がされたか否かを判定する。指示がされた場合、端末記憶処理部１
６は、ステップＳ２０６に処理を進める。指示がされない場合、端末記憶処理部１６は、
ステップＳ２０２に処理を戻す。
　ステップＳ２０６において、端末記憶処理部１６は、メモリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａ
ｔｉｏｎを空白にする。
　次に、ステップＳ２０７において、端末記憶処理部１６は、表示装置１１上の表示をイ
ニシャル状態におけるものにして、ステップＳ２０２に処理を戻す。
【００２１】
　図４は、情報処理装置の動作処理の一例を示すフローチャートである。このフローチャ
ートは、ユーザにより情報処理装置３の電源が投入されたときに開始される。
　ステップＳ２１１において、ユーザ操作情報取得部２７は、情報処理装置３の接続検出
装置２６が、ユーザによる端末装置２からの接続指示を検出したか否かを判定する。検出
した場合、ユーザ操作情報取得部２７は、ステップＳ２１２に処理を進める。検出しない
場合、ユーザ操作情報取得部２７は、ステップＳ２１１に処理を戻す。
【００２２】
　ステップＳ２１２において、ユーザ操作情報取得部２７は、端末装置２のメモリ１５の
メモリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏｎに記憶されたユーザ操作情報を取得する処理を
行う。より具体的には、ユーザ操作情報取得部２７は、端末装置２が通信装置１３を介し
て送信したユーザ操作情報を通信装置２３により受信することにより取得する。なお、ユ
ーザ操作情報取得部２７は、ユーザ操作情報を接続検出装置２６を介して読み出すことに
より取得してもよい。続いて、ユーザ操作情報記憶処理部２８は、ユーザ操作情報取得部
２７において取得したユーザ操作情報をメモリ２５内に記憶する。
【００２３】
　次に、ステップＳ２１３において、表示制御部２９の画面表示処理部３１は、メモリ２
５内に記憶されたユーザ操作情報に含まれるタスク情報に基づいて、タスク情報と同一又
は関連したアプリケーションを起動し、表示装置２１に表示する。画面表示処理部３１は
、アプリケーションに従い、表示装置２１にＧＵＩによる入力画面を表示する。この入力
画面には、ユーザにより実際に文字等が入力されることができる入力部位が含まれている
。
　次に、ステップＳ２１４において、表示制御部２９の入力反映部３２は、メモリ２５内
に記憶されたユーザ操作情報の入力情報に基づいて、表示装置２１に表示された入力部位
に、端末装置２に対して入力された入力値を反映して表示する。
【００２４】
　このように、第１の実施形態によれば、情報処理装置３の表示制御部２９は、取得され
たユーザ操作情報に基づいて、表示装置２１に対してユーザ操作に応じて実行されたタス
クに係る入力画面及び前記入力画面の入力部位に入力された入力値を表示する。従って、
ユーザは情報処理装置３において重複したユーザ操作をする必要がないので、ユーザが所
望するタスクに対してユーザ操作を簡便に行うことができる。
【００２５】
　（第２の実施形態）
　図５は、情報処理システムを、携帯電話機とデジタル複写機とを含むシステムに適用し
た一例を示す図である。図５に示す情報処理システム４は、端末装置２を携帯電話機５に
適用し、情報処理装置３をデジタル複写機６に適用したシステムである。図５において、
端末装置２の表示装置１１は、携帯電話機５の液晶表示部である。また、端末装置２の入
力装置１２は、携帯電話機５の操作ボタンである。また、携帯電話機５には、通信装置１
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３として、例えばＢｌｕｅＴｏｏｔｈ（ＴＭ）を使用する接続インタフェースや、無線Ｉ
Ｃタグ、応答アプリケーションと称されるソフトウェアが組み込まれている。
　また、図５において、情報処理装置３の表示装置２１及び入力装置２２は、タッチパネ
ル液晶表示装置により構成される。また、デジタル複写機６には、ユーザによる接続指示
を検出する接続検出装置２６として、接続インタフェースや、ＩＣタグセンサ、ＵＩコン
トローラと称されるソフトウェアが組み込まれている。
【００２６】
　図６は、第２の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機とを含む情報処理システム
の動作処理の一例を示すフローチャートである。このフローチャートの説明では、ユーザ
が携帯電話機においてメールを送信するため、メール送信に係るタスクを実行するアプリ
ケーションを起動し、メール送信先アドレス（宛先）、件名、メール本文等をある程度入
力する。そして、ユーザがそのメールを携帯電話機５において相手先に送信しない状態で
デジタル複写機６に接続指示した場合の処理について説明する。
【００２７】
　ステップＳ４０１において、携帯電話機５の端末記憶処理部１６は、メモリ１５内のメ
モリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏｎに、ユーザ操作のユーザ操作情報を記憶する。こ
こでのユーザ操作情報としては、メール送信に係るタスクを実行するアプリケーションを
起動した旨のタスク情報である。更に、ここでのユーザ操作情報としては、宛先を入力す
る入力部位に入力された入力情報（宛先情報）、件名を入力する入力部位に入力された入
力情報（件名情報）及び本文を入力する入力部位に入力された入力情報（本文情報）、で
ある。なお、ユーザ操作情報はアプリケーションを起動し、更にメール本文を作成するた
めのタスクを起動した旨のタスク情報であってもよい。
【００２８】
　次に、ステップＳ４０２において、デジタル複写機６のユーザ操作情報取得部２７は、
接続検出装置２６としてのタグセンサ等が、接続指示を検出したか否か（即ち携帯電話機
５に埋め込まれたタグを検知したか否か）を判定する。検出した場合、ユーザ操作情報取
得部２７は、ステップＳ４０３に処理を進める。検出しない場合、ユーザ操作情報取得部
２７は、ステップＳ４０１に処理を戻す。なお、接続検出装置２６が、接続指示を検出す
るには、次のように方法であってもよい。即ち、端末記憶処理部１６が、ユーザ操作に応
じて携帯電話機５に埋め込まれたタグに対し接続指示の情報を書き込む。ユーザが接続指
示の情報が書き込まれたタグ（携帯電話機５）を接続検出装置２６に近づけることで、デ
ジタル複写機６の接続検出装置２６が、携帯電話機５に埋め込まれたタグを読み込む。タ
グに接続指示の情報が含まれている場合、ユーザ操作情報取得部２７は、ユーザによる接
続指示を検出したと判定する。タグに接続指示の情報が含まれていない場合は、ユーザ操
作情報取得部２７は、ユーザによる接続指示を検出していないと判定する。
【００２９】
　ステップＳ４０３において、デジタル複写機６のユーザ操作情報取得部２７は、通信装
置２３等を介して、携帯電話機５のメモリ１５のメモリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎに記憶されたユーザ操作情報を取得する処理を行う。続いて、ユーザ操作情報記憶処理
部２８は、ユーザ操作情報取得部２７において取得されたユーザ操作情報をメモリ２５内
に記憶する。
【００３０】
　次に、ステップＳ４０４において、デジタル複写機６のユーザ操作情報取得部２７は、
取得したユーザ操作情報に含まれるタスク情報に基づいて、ユーザが携帯電話機５におい
て起動していたアプリケーションを判断する。本実施形態の例では、ユーザ操作情報取得
部２７は、ユーザが携帯電話機５において起動していたアプリケーションは、メール送信
のアプリケーションであると判断する。
【００３１】
　次に、ステップＳ４０５において、デジタル複写機６の画面表示処理部３１は、メモリ
２５内に記憶されたユーザ操作情報に含まれるタスク情報に基づいて、判断されたアプリ
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ケーションと同一又は関連するメール送信のアプリケーションを起動する。画面表示処理
部３１は、アプリケーションに従い、表示装置２１にＧＵＩによるメール入力画面を表示
する。このメール入力画面には、ユーザにより実際に文字等を入力することができる「宛
先」、「件名」、「メール本文」等の入力部位が含まれている。
　次に、ステップＳ４０６において、デジタル複写機６の入力反映部３２は、メモリ２５
内に記憶されたユーザ操作情報に含まれる入力情報に基づいて、表示装置２１に表示され
た「宛先」「件名」「メール本文」等の入力部位に入力値を反映して表示する。
【００３２】
　次に、ステップＳ４０７において、デジタル複写機６の入力検出部３３は、表示装置２
１に表示された「宛先」、「件名」、「メール本文」等の入力部位に対し、ユーザにより
入力が行われたか否かを判定する。入力が行われた場合、入力検出部３３は、ステップＳ
４０８に処理を進める。入力が行われていないと判定された場合、入力検出部３３は、再
びステップＳ４０７に処理を戻す。
　ステップＳ４０８において、デジタル複写機６の入力反映部３２は、入力検出部３３に
よって検出された入力値を、表示装置２１に表示された入力部位に反映して、表示する。
【００３３】
　図７は、第２の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機とを含む情報処理システム
の動作処理によって携帯電話機とデジタル複写機との表示装置に表示される画面の一例を
示す図である。図７の携帯電話機５の表示装置１１には、端末表示制御部１７が、メール
送信に係るタスクの入力画面１８を表示している。また、端末表示制御部１７は、ユーザ
による入力部位１９に対する入力値を表示している。図７のデジタル複写機の表示装置２
１には、画面表示処理部３１が、携帯電話機５において起動されたメール送信に係るアプ
リケーションと同一のメール送信に係るアプリケーションの入力画面３４を表示している
。また、入力反映部３２は、携帯電話機５の表示装置１１に表示された入力部位１９に入
力された入力値を表示している。
【００３４】
　ここで、図８において、端末装置のメモリ内のメモリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎに記憶されるユーザ操作情報のデータの一例を示す。図８は、ユーザが端末装置２にお
いて、メール送信に係るタスクを実行するアプリケーションを起動した場合のユーザ操作
情報の一例を示す図である。４１は、ユーザ操作情報の１つであるタスク情報である。タ
スク情報４１には、「ＳｅｎｄＥｍａｉｌ」が記述されている。この記述は、ユーザがメ
ール送信に係るタスクを実行するアプリケーションを起動していたことを示している。４
２～４４は、ユーザ操作情報の１つである入力情報である。入力情報４２は、宛先が記述
される。入力情報４３は、件名が記述される。入力情報４４は、メール本文が記述される
。なお、図５では、データ構造形式としてＸＭＬ（ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ Ｍａｒｋｕｐ 
Ｌａｎｇｕａｇｅ）形式で記述されたものを表示しているが、構造化データの記述方式と
してこの形式に限られるものでない。なお、情報処理装置３がＵｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎに基づいてユーザ操作情報を判断し、表示装置２１に反映する際の中間処理において
も、構造化を行うようにしてもよい。
【００３５】
　このように、第２の実施形態によれば、ユーザは携帯電話機５においてメール送信のた
めの入力を行った後、引き続いてデジタル複写機６においてもメール送信のための入力を
継続することができる。従って、ユーザは、所望するタスクの操作を、携帯電話機５又は
デジタル複写機６の何れかで行うことができるので、所望する装置においてユーザ操作を
行うことで、簡便な操作を行うことができる。
【００３６】
　ここで、携帯電話機５は、一人のユーザが専有して使用する場合が多い。従って、ユー
ザは携帯電話機５においてメール文等を入力することに習熟していると考えられる。一方
、デジタル複写機６は、多様な機能を有している。例えば、デジタル複写機６がスキャン
機能を有しているとする。このような場合、ユーザは、習熟している携帯電話機５におい
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て、メール文等を作成する。その後、ユーザはデジタル複写機６において、引き続きメー
ル文の作成を行うことができる。更に、ユーザは、デジタル複写機６が有するスキャン機
能を介して、文書イメージをスキャンし、メールに添付して相手先に送信するという操作
を行うことができる。
【００３７】
　なお、本実施形態に係る効果は、上述したようなユーザが携帯電話機５に習熟している
か、又はデジタル複写機６にスキャン機能等の特有の機能を有しているか等に限られない
。即ち、本実施形態に係る効果は、デジタル複写機６におけるメール作成を携帯電話機５
で代行できる技術を提供することだけではない。つまり、本実施形態によれば、ユーザが
ある装置（第一の装置）で開始した操作をユーザにより接続指示した他の装置（第二の装
置）において継続することができる。よって、ユーザは、第二の装置において第一の装置
での入力と重複した内容を入力する必要がなく、操作性を向上させることができる。
【００３８】
　（第３の実施形態）
　図９は、第３の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機とを含む情報処理システム
の動作処理の一例を示すフローチャートである。このフローチャートの説明では、ユーザ
が携帯電話機５においてデジタル写真の閲覧に係るタスクを実行するアプリケーションを
起動し、閲覧中の複数のデジタル写真の幾つかに他のデジタル写真と見分けるためのチェ
ックマークを入力する。そして、ユーザがチェックマークを付した状態でデジタル複写機
６に接続指示した場合の処理について説明する。
【００３９】
　ステップＳ７０１において、携帯電話機５の端末記憶処理部１６は、メモリ２５内のメ
モリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏｎに、ユーザ操作のユーザ操作情報を記録する。こ
こでのユーザ操作情報としては、デジタル写真の閲覧に係るタスクを実行するアプリケー
ションを起動した旨のタスク情報である。更に、ここでのユーザ操作情報としては、表示
されたデジタル写真Ｎｏ．ＸＸＸのチェックマーク欄にチェックマークを付加する操作に
基づく入力情報である。
【００４０】
　次に、ステップＳ７０２において、デジタル複写機６のユーザ操作情報取得部２７は、
接続検出装置２６としてのタグセンサ等が、ユーザにより携帯電話機５からの接続指示を
検出したか否か（即ち携帯電話機５に埋め込まれたタグを検知したか否か）を判定する。
検出した場合、ユーザ操作情報取得部２７は、ステップＳ７０３に処理を進める。検出し
ない場合、ユーザ操作情報取得部２７は、ステップＳ７０１に処理を戻す。
【００４１】
　ステップＳ７０３において、デジタル複写機６のユーザ操作情報取得部２７は、通信装
置２３等を介して、携帯電話機５のメモリ１５のメモリ領域Ｕｓｅｒ＿Ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎに記憶されたユーザ操作情報を取得する処理を行う。続いて、ユーザ操作情報記憶処理
部２８は、ユーザ操作情報取得部２７において取得されたユーザ操作情報をメモリ２５内
に記憶する。
【００４２】
　次に、ステップＳ７０４において、デジタル複写機６のユーザ操作情報取得部２７は、
取得したユーザ操作情報に含まれるタスク情報に基づいて、携帯電話機５において起動し
ていたアプリケーションを判断する。実施形態の例では、ユーザ操作情報取得部２７は、
ユーザが携帯電話機５において起動させていたアプリケーションは、デジタル写真を閲覧
するアプリケーションであると判断する。
【００４３】
　次に、ステップＳ７０５において、デジタル複写機６の画面表示処理部３１は、メモリ
２５内に記憶されたユーザ操作情報に含まれるタスク情報に基づいて、判断されたアプリ
ケーションと同一又は関連するデジタル写真を閲覧するアプリケーションを起動する。画
面表示処理部３１は、アプリケーションに従い、表示装置２１にＧＵＩによるデジタル写
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真閲覧画面を表示する。デジタル写真閲覧画面には、入力部位としてのチェックマーク欄
が含まれている。
　次に、ステップＳ７０６において、ユーザ操作情報取得部２７は、ユーザが携帯電話機
５で閲覧しているデジタル写真のデータ、又は少なくとも画面表示を行うに十分なサイズ
のサムネイル画像を取得する。画面表示処理部３１は、ユーザ操作情報取得部２７により
取得されたデジタル画像を表示する。
【００４４】
　次に、ステップＳ７０７において、デジタル複写機６の入力反映部３２は、メモリ２５
内に記憶されたユーザ操作情報に含まれる入力情報に基づいて、表示装置２１に表示され
たチェックマーク欄にチェックマークを反映して表示する。
【００４５】
　次に、ステップＳ７０８において、デジタル複写機６の入力検出部３３は、表示装置２
１に表示されたチェックマーク欄に対し、ユーザによりチェックマークの入力が行われた
か否かを判定する。入力が行われた場合、入力検出部３３は、ステップＳ７０９に処理を
進める。入力が行われていないと判定された場合、入力検出部３３は、再びステップＳ７
０８に処理を戻す。
　ステップＳ７０９において、デジタル複写機６の入力反映部３２は、入力検出部３３に
よって検出された入力値（チェックマーク）を、表示装置２１に表示されたチェックマー
ク欄に反映して、表示する。
【００４６】
　図１０は、携帯電話機とデジタル複写機とを含む情報処理システムの動作処理によって
携帯電話機とデジタル複写機との表示装置に表示される画面の一例を示す図である。図１
０の携帯電話機５の表示装置１１には、端末表示制御部１７が、デジタル写真閲覧画面３
４を表示している。また、端末表示制御部１７は、チェックマーク欄３５にチェックマー
ク３６を表示している。図１０のデジタル複写機６の表示装置２１には、画面表示処理部
３１が、タスク情報に基づいて携帯電話機５において起動されたデジタル写真閲覧に係る
アプリケーションと同一又は関連するアプリケーションに従ってデジタル写真閲覧画面３
７を表示している。また、入力反映部３２は、入力情報に基づいて携帯電話機５の表示装
置１１のチェックマーク欄３５に表示されたチェックマーク３６を反映して、チェックマ
ーク欄３８にチェックマーク３９を表示している。また、デジタル複写機には、印刷機能
を有している。表示制御部２９は、表示装置２１に表示したデジタル写真閲覧画面３７の
近くにチェックマーク３９が付されたデジタル写真を印刷するための印刷設定画面４０を
表示している。
【００４７】
　第３の実施形態によれば、表示制御部２９は、ユーザが携帯電話機５において表示され
たデジタル写真にチェックマークを付した後に、入力情報に基づきデジタル複写機６にお
いて表示されたデジタル写真にチェックマークを反映する。従って、ユーザは、チェック
マークが付されたデジタル写真のみを印刷するといった指示操作や、チェックマークを付
されたデジタル写真のみを一枚の用紙にレイアウトするといった指示操作を行うことがで
きる。
【００４８】
　なお、ユーザは、デジタル複写機６の表示装置２１に表示されたデジタル写真のチェッ
クマーク欄３５に対して、携帯電話機５において付されたチェックマーク３６を剥がすこ
とができる。また、ユーザは、チェックマークの付されていなかったデジタル写真のチェ
ックマーク欄３５に対して、チェックマークを付することができる。
【００４９】
　また、第３の実施形態によれば、ユーザは移動中にデジタル複写機６で印刷を所望する
デジタル画像にチェックマーク３６を付し、遠隔でデジタル複写機６に対して接続指示を
行うことで、デジタル複写機６の設置場所に移動した時点において、チェックマークを付
したデジタル画像の印刷出力を指示することができる。このように、ユーザは移動時間内
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にユーザ操作を行うことにより、印刷出力結果を得るための時間を短縮することができた
り、共有機器であるデジタル複写機６を長時間占有したりすることを回避できる。
【００５０】
　このように、上述した実施形態によれば、ユーザが所望するタスクに対するユーザ操作
を簡便に行うことができる。
【００５１】
　なお、第２及び第３の実施形態では、端末装置２に携帯電話機５を適用し、情報処理装
置３にデジタル複写機６を適用する場合について説明したが、これに限らない。情報処理
システムを構成する装置の役割が単一のタスクの実施形態の中で交替してもよい。
　また、本発明の実施に係る情報処理システムにおいて、端末装置及び情報処理装置はそ
れぞれ単一の機器から構成される場合のみならず、何れか一方若しくは両方が複数の機器
群により構成されていてもよい。
【００５２】
　上述した本発明の実施形態における情報処理装置及び情報処理システムを構成する各手
段、並びに情報処理方法の各ステップは、コンピュータのＲＡＭやＲＯＭ等に記憶された
プログラムが動作することによって実現できる。このプログラム及び前記プログラムを記
録したコンピュータ読取可能な記録媒体は本発明に含まれる。
【００５３】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラムもしくは記録媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【００５４】
　なお、本発明は、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、シ
ステム又は装置に直接、又は遠隔から供給する。そして、そのシステム又は装置のコンピ
ュータが前記供給されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成され
る場合を含む。
【００５５】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータにイン
ストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発明は
、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。その場合
、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタにより実行され
るプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【００５６】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。更に、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼動
しているＯＳ等が、実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した実施
形態の機能が実現され得る。
【００５７】
　更に、その他の方法として、まず記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュー
タに挿入された機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメ
モリに書き込まれる。そして、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機
能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって
も前述した実施形態の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】情報処理システムのハードウェア構成の一例を示す図である。
【図２】情報処理システムの機能構成の一例を示す図である。
【図３】端末装置の動作処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】情報処理装置の動作処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】第２の実施形態に係る情報処理システムを携帯電話機とデジタル複写機とを含む
システムに適用した一例を示す図である。
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【図６】第２の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機とを含む情報処理システムの
動作処理の一例を示すフローチャートである。
【図７】第２の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機との表示装置に表示される画
面の一例を示す図である。
【図８】ユーザ操作情報としてのデータの一例を示す図である。
【図９】第３の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機とを含む情報処理システムの
動作処理の一例を示すフローチャートである。
【図１０】第３の実施形態に係る携帯電話機とデジタル複写機との表示装置に表示される
画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００５９】
　　１　　　情報処理システム
　　２　　　端末装置
　　３　　　情報処理装置
　　１０　　ユーザインタフェース装置
　　１１　　表示装置
　　１２　　入力装置
　　１３　　通信装置
　　１４　　中央演算装置
　　１５　　メモリ
　　１６　　端末記憶処理部
　　１７　　端末表示制御部
　　２０　　ユーザインタフェース装置
　　２１　　表示装置
　　２２　　入力装置
　　２３　　通信装置
　　２４　　中央演算装置
　　２５　　メモリ
　　２６　　接続検出装置
　　２７　　ユーザ操作情報取得部
　　２８　　ユーザ操作情報記憶処理部
　　２９　　表示制御部
　　３１　　画面表示処理部
　　３２　　入力反映部
　　３３　　入力検出部



(13) JP 4963642 B2 2012.6.27

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(14) JP 4963642 B2 2012.6.27

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(15) JP 4963642 B2 2012.6.27

【図１０】



(16) JP 4963642 B2 2012.6.27

10

フロントページの続き

(72)発明者  木津　高平
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内

    審査官  山崎　慎一

(56)参考文献  特開２００３－３４８２８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１７３７６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０９９４１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０９４４２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３０３２２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１３５１０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２６２６６０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４８　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

